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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　設置面に立設される複数の支柱と、該支柱間に架設されるビームとを備えたビーム支持

装置であって、

　設置面に固定された固定部材には係合部材が取り付けられ、該係合部材には基材が係合

され、該基材によって前記支柱が設置されており、

　前記基材には、複数の係合部材が接続しており、該各係合部材にそれぞれ前記固定部材

が接続され、

　前記係合部材の剛性が前記基材の剛性よりも小さいことを特徴とするビーム支持装置。

【請求項２】

　前記基材は、前記支柱と別体であり、該支柱と係合されていることを特徴とする請求項

１に記載のビーム支持装置。

【請求項３】

　１個の前記基材が複数の支柱に接続していることを特徴とする請求項１または２に記載

のビーム支持装置。

【請求項４】

　前記係合部材は、前記固定部材によって設置面へ固定される固定部と、前記基材へ係合

する係合部とを備え、前記係合部材の変形によって前記係合部と基材の係合が外れるよう

に設けられていることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のビーム支持装置。

【発明の詳細な説明】
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【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 車 両 の 通 行 を 規 制 す る ビ ー ム 支 持 装 置 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 路 面 へ 設 置 さ せ た ビ ー ム を 備 え る 柵 に よ っ て 車 線 分 離 な ど を 行 う 方 法 は 従 来 か ら 利 用 さ

れ て お り 、 種 々 の 構 成 が 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 道 路 の 路 側 で 車 両 通 行 域 に 沿 っ て 立 設 し た 複 数 の 支 柱 と 、 そ

の 内 側 に 固 定 支 持 さ れ た レ ー ル 部 材 と を 有 し 、 前 記 レ ー ル 部 材 に 接 触 な い し 衝 突 し た 車 両

が 路 外 に 脱 出 す る の を 防 止 す る と 共 に 前 記 車 両 に 与 え る 加 速 度 を 規 定 の も の 以 下 に 管 理 す

る 防 護 柵 で あ っ て 、 前 記 車 両 が 前 記 レ ー ル 部 材 に 接 触 な い し 衝 突 し た と き 、 想 定 最 大 荷 重

の 範 囲 で 、 前 記 支 柱 が 破 損 す る こ と な く 、 か つ 前 記 車 両 通 行 域 か ら 外 の 方 向 の 許 容 角 度 の

範 囲 で 傾 倒 す る 柔 軟 構 造 と し た こ と を 特 徴 と す る 防 護 柵 が 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ６ ３ ４ ０ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る 防 護 柵 は 、 レ ー ル 部 材 の 衝 突 緩 衝 機 能 に 加 え て 支 柱 自 体 に も 緩 衝

機 能 を 加 え る こ と に よ り 、 緩 衝 機 能 を よ り 高 く 設 け た も の で あ る が 、 本 発 明 は 、 別 の 方 法

で 車 両 衝 突 時 の 衝 撃 を 緩 和 す る ビ ー ム 支 持 装 置 を 提 供 す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 以 下 の よ う な 構 成 と し て い る 。

　 す な わ ち 本 発 明 に 係 る ビ ー ム 支 持 装 置 は 、 設 置 面 に 立 設 さ れ る 複 数 の 支 柱 と 、 該 支 柱 間

に 架 設 さ れ る ビ ー ム と を 備 え た ビ ー ム 支 持 装 置 で あ っ て 、

　 設 置 面 に 固 定 さ れ た 固 定 部 材 に は 係 合 部 材 が 取 り 付 け ら れ 、 該 係 合 部 材 に は 基 材 が 係 合

さ れ 、 該 基 材 に よ っ て 前 記 支 柱 が 設 置 さ れ て お り 、

　 前 記 基 材 に は 、 複 数 の 係 合 部 材 が 接 続 し て お り 、 該 各 係 合 部 材 に そ れ ぞ れ 前 記 固 定 部 材

が 接 続 さ れ 、

　 前 記 係 合 部 材 の 剛 性 が 前 記 基 材 の 剛 性 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 に 係 る ビ ー ム 支 持 装 置 に よ れ ば 、 設 置 面 に 固 定 さ せ た 固 定 部 材 と 支 柱 と の 間 に 、

基 材 と 、 こ の 基 材 と 別 体 に 形 成 さ せ て 基 材 へ 接 続 さ せ る 係 合 部 材 と を 配 置 さ せ る の で 、 車

両 衝 突 な ど に よ っ て ビ ー ム や 支 柱 が 外 力 を 受 け た と き に 、 そ の 外 力 は 前 記 基 材 と 係 合 部 材

と を 通 じ て 固 定 部 材 へ 至 る が 、 基 材 や 係 合 部 材 が 変 形 す る こ と に よ っ て 固 定 部 材 が 受 け る

力 を 緩 和 さ せ る こ と が で き る 。

　 ま た 、 前 記 係 合 部 材 の 剛 性 を 前 記 基 材 の 剛 性 よ り も 小 さ く 設 け る の で 、 支 柱 が 受 け た 外

力 が 固 定 部 材 へ 伝 達 さ れ る と き に 、 固 定 部 材 に 近 い 位 置 に 配 置 さ せ た 係 合 部 材 が よ り 大 き

く 変 形 し て 、 固 定 部 材 が 受 け る 力 を 緩 和 さ せ る こ と が で き る 。

　 ま た 、 前 記 基 材 に は 複 数 の 係 合 部 材 が 接 続 さ れ る の で 、 車 両 衝 突 な ど に よ っ て ビ ー ム や

支 柱 が 外 力 を 受 け た と き に 、 基 材 か ら 伝 達 さ れ る 力 が 各 係 合 部 材 へ 分 散 さ れ る の で 、 各 係

合 部 材 の 変 形 に よ っ て 各 固 定 部 材 が 受 け る 力 を 効 果 的 に 緩 和 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 前 記 基 材 は 、 前 記 支 柱 と 別 体 で あ り 、 該 支 柱 と 係 合 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 １ 個 の 前 記 基 材 を 複 数 の 支 柱 に 接 続 さ せ れ ば 、 車 両 衝 突 な ど に よ っ て ビ ー ム や 支
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柱 が 外 力 を 受 け た と き に 、 各 支 柱 か ら そ れ ぞ れ 伝 達 さ れ る 力 が 前 記 基 材 へ 伝 達 さ れ て 、 こ

の 基 材 に 接 続 す る 各 係 合 部 材 へ 分 散 さ れ る よ う に な さ れ る の で 、 各 係 合 部 材 の 変 形 に よ っ

て 各 固 定 部 材 が 受 け る 力 を 効 果 的 に 緩 和 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 前 記 係 合 部 材 に 、 前 記 固 定 部 材 に よ っ て 設 置 面 へ 固 定 さ せ る 固 定 部 と 、 前 記 基 材 へ 係 合

す る 係 合 部 と を 備 え さ せ 、 前 記 係 合 部 材 の 変 形 に よ っ て 前 記 係 合 部 と 基 材 の 係 合 が 外 れ る

よ う に 設 け れ ば 、 車 両 衝 突 な ど に よ っ て ビ ー ム や 支 柱 が 大 き な 外 力 を 受 け た と き に 、 係 合

部 と 基 材 と の 係 合 が 外 れ て 固 定 部 材 へ の 力 の 伝 達 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の ビ ー ム 支 持 装 置 に よ れ ば 、 車 両 衝 突 な ど に よ っ て 受 け た 外 力 を 緩 和 さ せ 、 設 置

面 へ 固 定 さ せ た 固 定 部 材 へ の 力 の 伝 達 を 抑 制 さ せ て 、 固 定 部 材 や 設 置 面 の 破 損 を 低 減 で き

る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ビ ー ム 支 持 装 置 の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 支 柱 を 示 す 、 （ イ ） は 正 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ２ の 支 柱 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 １ の ビ ー ム の 外 形 の 概 要 を 示 す 、 （ イ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ

る 。

【 図 ５ 】 図 ４ の ビ ー ム の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ４ の ビ ー ム を 図 ２ の 支 柱 へ 取 り 付 け る 挿 入 部 材 を 示 す 、 （ イ ） は 平 面 図 で あ り

、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ６ の 挿 入 部 材 の 右 側 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ２ の 支 柱 と 図 ４ の ビ ー ム と の 取 り 付 け 部 分 を 拡 大 し て 示 す 図 １ の 拡 大 図 で あ る

。

【 図 ９ 】 図 １ の 基 材 の 外 形 の 概 要 を 示 す 、 （ イ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ り

、 （ ハ ） は 底 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 ９ の 基 材 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 図 ９ の 基 材 を 連 結 す る ジ ョ イ ン ト を 示 す 、 （ イ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 正

面 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 図 １ １ の ジ ョ イ ン ト を 利 用 し て 連 結 さ れ た 基 材 の 端 部 を 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ の 係 合 部 材 を 示 す 、 （ イ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の 係 合 部 材 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 図 １ ３ の 係 合 部 材 へ 取 り 付 け て 利 用 す る 補 強 部 材 の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 、 （ イ

） は 平 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ り 、 （ ハ ） は 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 図 １ ５ の 補 強 部 材 を 図 １ ３ の 係 合 部 材 へ 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 図 １ ６ の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 図 １ ３ の 係 合 部 材 の 下 方 に 配 置 す る 台 材 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ９ 】 図 １ ３ の 係 合 部 材 を 利 用 し て 基 材 を 設 置 面 へ 設 置 さ せ た 状 況 を 示 す 図 １ の Ａ －

Ａ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 図 １ ９ の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ２ １ 】 支 柱 の 下 部 と 基 材 を 拡 大 し て 示 す 図 １ の 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ２ ２ 】 図 ２ １ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ３ 】 図 ２ １ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ４ 】 本 発 明 に 係 る ビ ー ム 支 持 装 置 の 支 柱 の 実 施 の 他 の 一 形 態 を 示 す 、 （ イ ） は 正 面

図 で あ り 、 （ ロ ） は 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ５ 】 本 発 明 に 係 る ビ ー ム 支 持 装 置 の 係 合 部 材 の 実 施 の 他 の 一 形 態 を 示 す 、 （ イ ） は

平 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ６ 】 図 ２ ５ の 係 合 部 材 の 側 面 図 で あ る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 す る 。

図 面 に お い て １ は ビ ー ム 支 持 装 置 で あ る 。

ビ ー ム 支 持 装 置 １ は 、 長 手 方 向 に 間 隔 を あ け て 設 置 面 Ｇ に 立 設 さ せ た 複 数 の 支 柱 ２ と 、 各

支 柱 ２ の 間 に 架 設 さ せ た ビ ー ム ４ と を 備 え て い る 。

尚 、 図 １ に お い て 、 図 中 左 右 方 向 を 長 手 方 向 と し 、 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 な 図 中 上 下 方 向

を 縦 方 向 と し 、 長 手 方 向 お よ び 縦 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 を 幅 方 向 と し て い る 。

前 記 ビ ー ム ４ は 筒 状 の 長 尺 体 で 形 成 し て お り 、 支 柱 ２ へ 長 手 方 向 に 貫 通 さ せ て 取 り 付 け た

挿 入 部 材 ５ の 端 を ビ ー ム ４ の 内 側 へ 挿 入 さ せ て 、 支 柱 ２ へ 取 り 付 け て い る 。

ま た 、 前 記 各 支 柱 ２ は 、 そ の 下 部 に 接 続 す る 基 材 ３ と 、 基 材 ３ に 接 続 す る 係 合 部 材 ６ を 介

し て 設 置 面 に 固 定 さ せ た 固 定 部 材 ９ へ 接 続 し て い る 。 具 体 的 に は 、 前 記 支 柱 ２ の 下 部 と 前

記 基 材 ３ と が 係 合 し 、 前 記 固 定 部 材 ９ へ 取 り 付 け た 前 記 係 合 部 材 ６ と 前 記 基 材 ３ と が 係 合

し て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 ２ は 図 １ の 支 柱 ２ を 示 す 、 （ イ ） は 正 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 側 面 図 で あ り 、 図 ３ は 図

２ の 支 柱 ２ の 平 面 図 で あ る 。

支 柱 ２ は 、 下 部 に 配 置 し た 基 部 ２ ２ と 、 こ の 基 部 ２ ２ か ら 縦 方 向 上 方 へ 突 出 す る 柱 部 ２ １

と を 備 え て い る 。

前 記 柱 部 ２ １ は 断 面 矩 形 の 筒 状 体 で 形 成 し て お り 、 具 体 的 に は 金 属 製 の 角 パ イ プ で 形 成 し

て い る 。

ま た 、 前 記 柱 部 ２ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 記 基 部 ２ ２ の 長 手 方 向 中 央 付 近 に 配 置 さ せ

て 形 成 さ せ て お り 、 基 部 ２ ２ の 幅 方 向 中 央 付 近 に 配 置 し て 形 成 さ せ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 前 記 柱 部 ２ １ に は 、 そ の 筒 壁 を 貫 通 す る 貫 通 孔 ２ ３ を 形 成 し て い る 。

前 記 貫 通 孔 ２ ３ は 、 長 手 方 向 両 側 の 筒 壁 に そ れ ぞ れ １ 個 ず つ ２ 個 １ 組 で 形 成 し て お り 、 柱

部 ２ １ を 長 手 方 向 へ 貫 通 す る よ う に 配 置 さ せ て い る 。 前 記 柱 部 ２ １ に は 、 上 下 に 間 隔 を あ

け て ２ 組 ４ 個 の 貫 通 孔 ２ ３ を 形 成 し て い る 。

前 記 各 貫 通 孔 ２ ３ は 、 そ れ ぞ れ 円 形 形 状 に 形 成 し て お り 、 前 記 挿 入 部 材 ５ を 挿 入 可 能 な 形

状 に 形 成 す る と 共 に 、 前 記 ビ ー ム ４ を 挿 入 不 能 な 形 状 に 形 成 し て い る 。

具 体 的 に は 、 前 記 各 貫 通 孔 ２ ３ は 、 前 記 挿 入 部 材 ５ の 外 形 よ り も 若 干 大 き な 円 形 形 状 に 形

成 し て お り 、 前 記 ビ ー ム ４ の 外 形 よ り も 小 さ な 円 形 形 状 に 形 成 し て い る 。

前 記 支 柱 ２ は 、 挿 入 部 材 ５ を 貫 通 孔 ２ ３ に 挿 入 さ せ て 、 こ の 挿 入 部 材 ５ を 柱 部 ２ １ の 長 手

方 向 へ 貫 通 可 能 に 設 け て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 前 記 基 部 ２ ２ は 、 金 属 板 を 曲 げ 加 工 し 、 溶 接 に よ っ て 柱 部 ２ １ の 下 部 に 固 定 さ せ て お り

、 前 記 基 材 ３ と 係 合 可 能 な 係 合 部 ２ ４ を 備 え て い る 。

係 合 部 ２ ４ は 、 柱 部 ２ １ の 幅 方 向 両 側 の 各 外 面 と そ れ ぞ れ 面 一 に 配 置 さ せ た 内 当 接 部 ２ ５

と 、 各 内 当 接 部 ２ ５ の 下 端 か ら 幅 方 向 外 側 へ そ れ ぞ れ 延 設 さ せ る 下 当 接 部 ２ ６ と 、 各 下 当

接 部 ２ ６ の 端 か ら 縦 方 向 上 方 へ そ れ ぞ れ 延 設 さ せ る 外 当 接 部 ２ ７ と を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ４ は 図 １ の ビ ー ム ４ の 外 形 の 概 要 を 示 す 、 （ イ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 正 面 図 で

あ り 、 図 ５ は 図 ４ の ビ ー ム ４ の 側 面 図 で あ る 。

前 記 ビ ー ム ４ は 断 面 円 形 の 筒 状 体 で 形 成 し て お り 、 具 体 的 に は 金 属 製 の 丸 パ イ プ で 形 成 し

て い る 。

前 記 ビ ー ム ４ の 長 手 方 向 両 端 は 開 口 し て お り 、 前 記 挿 入 部 材 ５ を 内 側 へ 挿 入 可 能 に 形 成 し

て い る 。

前 記 ビ ー ム ４ に は 、 長 手 方 向 の 端 か ら 間 隔 を あ け た 位 置 に 、 長 手 方 向 へ 若 干 長 い 長 孔 形 状

の 貫 通 孔 ４ １ を 形 成 し て い る 。

前 記 貫 通 孔 ４ １ は 、 ビ ー ム ４ の 上 側 の 筒 壁 と 下 側 の 筒 壁 と に ２ 個 １ 組 で 形 成 し て お り 、 ビ
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ー ム ４ を 縦 方 向 へ 貫 通 す る よ う に 配 置 さ せ て い る 。

前 記 ビ ー ム ４ に は 、 長 手 方 向 両 側 の 端 部 に そ れ ぞ れ １ 組 ず つ 、 合 計 ２ 組 ４ 個 の 貫 通 孔 ４ １

を 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ６ は 図 ４ の ビ ー ム ４ を 図 ２ の 支 柱 ２ へ 取 り 付 け る 挿 入 部 材 ５ を 示 す 、 （ イ ） は 平 面 図

で あ り 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ り 、 図 ７ は 図 ６ の 挿 入 部 材 ５ の 右 側 面 図 で あ る 。

前 記 挿 入 部 材 ５ は 断 面 略 円 形 の 筒 状 の 長 尺 体 で 形 成 し て お り 、 具 体 的 に は 金 属 板 を 曲 げ 加

工 し て 円 筒 状 に 設 け て い る 。

前 記 挿 入 部 材 ５ は 、 前 記 ビ ー ム ４ の 筒 壁 の 内 側 形 状 よ り も 若 干 小 さ な 外 形 に 形 成 し て お り

、 ビ ー ム ４ の 内 側 や 、 支 柱 ２ の 貫 通 孔 ２ ３ へ 挿 入 可 能 な 大 き さ に 設 け て い る 。

前 記 挿 入 部 材 ５ に は 、 長 手 方 向 の 端 か ら 間 隔 を あ け た 位 置 に 、 長 手 方 向 へ 若 干 長 い 長 孔 形

状 の 貫 通 孔 ５ １ を 形 成 し て い る 。

前 記 貫 通 孔 ５ １ は 、 挿 入 部 材 ５ の 上 側 及 び 下 側 の 筒 壁 に ２ 個 １ 組 で 形 成 し て お り 、 挿 入 部

材 ５ を 縦 方 向 へ 貫 通 す る よ う に 形 成 し て い る 。

前 記 貫 通 孔 ５ １ は 、 挿 入 部 材 ５ の 長 手 方 向 両 側 の 端 部 に そ れ ぞ れ １ 組 ず つ 、 合 計 ２ 組 ４ 個

形 成 し て い る

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 ８ は 図 ２ の 支 柱 ２ と 図 ４ の ビ ー ム ４ と の 取 り 付 け 部 分 を 拡 大 し て 示 す 図 １ の 拡 大 図 で

あ る 。

前 記 支 柱 ２ は 、 柱 部 ２ １ に 形 成 し た 各 貫 通 孔 ２ ３ に 前 記 挿 入 部 材 ５ を 挿 入 さ せ て お り 、 挿

入 部 材 ５ は そ の 両 側 の 端 部 を 柱 部 ２ １ の 長 手 方 向 外 側 へ そ れ ぞ れ 突 出 さ せ て い る 。

前 記 ビ ー ム ４ は 、 突 出 す る 前 記 挿 入 部 材 ５ の 端 部 を 筒 壁 の 内 側 へ 挿 入 し て 、 挿 入 部 材 ５ へ

取 り 付 け て い る 。 具 体 的 に は 、 縦 方 向 へ 並 ぶ よ う に 配 置 さ れ た 前 記 ビ ー ム ４ の 前 記 各 貫 通

孔 ４ １ 及 び 前 記 挿 入 部 材 ５ の 各 貫 通 孔 ５ １ へ 、 ビ ー ム ４ の 上 方 か ら ボ ル ト Ｂ １ の 雄 ね じ 部

分 を 挿 通 さ せ る と 共 に ビ ー ム ４ の 下 方 で ナ ッ ト Ｎ １ を 螺 結 さ せ て 、 両 部 材 を 固 定 し て い る

。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ９ は 図 １ の 基 材 ３ を 示 す 、 （ イ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ り 、 （ ハ ） は

底 面 図 で あ り 、 図 １ ０ は 図 ９ の 基 材 ３ の 側 面 図 で あ る 。

前 記 基 材 ３ は 、 縦 方 向 両 側 に 上 面 ３ ０ ａ 、 下 面 ３ ０ ｂ を 備 え 、 幅 方 向 両 側 に そ れ ぞ れ 側 面

３ ０ ｃ を 備 え る 断 面 矩 形 の 筒 状 体 で 形 成 し て お り 、 一 例 と し て 、 断 面 形 状 が 縦 ５ ０ ｍ ｍ 、

幅 ５ ０ ｍ ｍ の 正 方 形 の 外 形 で 、 長 手 方 向 の 大 き さ を ２ ｍ に 形 成 し た 金 属 製 の 角 パ イ プ で 形

成 し て い る 。

前 記 基 材 ３ は 、 下 面 ３ ０ ｂ を 構 成 す る 下 側 の 筒 壁 に 挿 通 部 ３ ３ を 設 け て い る 。

前 記 挿 通 部 ３ ３ は 、 長 手 方 向 の 端 か ら 内 側 へ 向 か う よ う に 形 成 し た 矩 形 形 状 の 切 り 欠 き で

あ り 、 基 材 ３ の 長 手 方 向 両 端 に そ れ ぞ れ １ 個 ず つ 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 前 記 基 材 ３ は 、 上 面 ３ ０ ａ を 構 成 す る 上 側 の 筒 壁 に 貫 通 孔 ３ ２ を 形 成 し て い る 。

前 記 貫 通 孔 ３ ２ は 、 長 手 方 向 に 長 い 長 孔 形 状 に 形 成 し て お り 、 長 手 方 向 へ 間 隔 を あ け て ２

個 １ 組 で 形 成 し て い る 。

前 記 各 貫 通 孔 ３ ２ は 、 前 記 挿 通 部 ３ ３ の 真 上 に １ 組 ず つ 配 置 さ せ て 、 合 計 ２ 組 ４ 個 形 成 し

て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 １ １ は 図 ９ の 基 材 ３ を 連 結 す る ジ ョ イ ン ト ８ を 示 す 、 （ イ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ ロ ）

は 正 面 図 で あ る 。

前 記 ジ ョ イ ン ト ８ は 断 面 略 矩 形 の 筒 状 の 長 尺 体 で 形 成 し て お り 、 具 体 的 に は 金 属 製 の 角 パ

イ プ で 形 成 し て い る 。

前 記 ジ ョ イ ン ト ８ は 、 前 記 基 材 ３ の 筒 壁 の 内 側 形 状 よ り も 若 干 小 さ な 外 形 に 形 成 し て お り

、 基 材 ３ の 内 側 へ 挿 入 可 能 な 大 き さ に 設 け て い る 。

ま た 、 前 記 ジ ョ イ ン ト ８ の 上 側 の 筒 壁 に は 、 ボ ル ト Ｂ ２ の 雄 ね じ 部 分 を 螺 結 可 能 な 雌 ね じ
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孔 ８ １ を 形 成 し て い る 。

前 記 雌 ね じ 孔 ８ １ は 、 長 手 方 向 に 間 隔 を あ け て ２ 個 １ 組 で 形 成 し て お り 、 長 手 方 向 の 両 端

に そ れ ぞ れ １ 組 ず つ 、 合 計 ２ 組 ４ 個 設 け て い る 。

尚 、 各 雌 ね じ 孔 ８ １ は 、 ２ 個 １ 組 で 形 成 し て い る 前 記 基 材 ３ の 各 貫 通 孔 ３ ２ に 対 応 す る 配

置 で 形 成 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 １ ２ は 図 １ １ の ジ ョ イ ン ト ８ を 利 用 し て 連 結 さ れ た 基 材 ３ の 端 部 を 示 す 正 面 図 で あ る

。

図 １ ２ は 、 図 １ の 一 部 を 拡 大 し 、 基 材 ３ の 一 部 を 切 り 欠 く よ う に 描 い た 部 分 断 面 図 で あ り

、 係 合 部 材 ６ や 支 柱 ２ 等 の 図 示 を 省 略 し て 図 面 を 簡 略 化 し て い る 。

図 １ ２ に お い て 、 長 手 方 向 へ 配 置 さ せ た ２ 個 の 基 材 ３ は 、 そ の 内 側 に 挿 入 さ せ た ジ ョ イ ン

ト ８ を 介 し て 連 結 さ せ て い る 。

具 体 的 に は 、 前 記 ジ ョ イ ン ト ８ の 各 雌 ね じ 孔 ８ １ に は 、 各 基 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ２ へ 上 方 か ら

挿 入 さ せ た ボ ル ト Ｂ ２ の 雄 ね じ 部 分 を 螺 結 さ せ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 基 材 ３ の 両 端 に 設 け た 各 挿 通 部 ３ ３ は 、 そ の 幅 方 向 の 大 き さ を 前 記 ジ ョ イ ン ト ８ の 幅 方

向 の 大 き さ よ り も 大 き く 形 成 し て お り 、 ジ ョ イ ン ト ８ の 端 部 を 挿 通 可 能 な 大 き さ に 設 け て

い る 。

図 １ ２ に 示 す 各 基 材 ３ は 、 ジ ョ イ ン ト ８ へ 螺 結 さ せ た 各 ボ ル ト Ｂ ２ を 取 り 外 し 、 上 方 へ 移

動 さ せ れ ば 、 内 側 へ 挿 入 さ せ た ジ ョ イ ン ト ８ が 挿 通 部 ３ ３ の 内 側 を 通 過 し て 、 ジ ョ イ ン ト

８ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 と 逆 の 手 順 で 、 基 材 ３ を ジ ョ イ ン ト ８ へ 取 り 付

け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 １ ３ は 図 １ の 係 合 部 材 ６ を 示 す 、 （ イ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ り 、 図

１ ４ は 図 １ ３ の 側 面 図 で あ る 。

係 合 部 材 ６ は 、 金 属 板 を 曲 げ 加 工 し て 形 成 し た 金 具 で あ り 、 矩 形 平 板 状 に 設 け た 取 付 部 ６

１ と 、 取 付 部 ６ １ の 幅 方 向 両 側 に そ れ ぞ れ 接 続 す る ２ 個 の 係 合 部 ６ ３ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 前 記 取 付 部 ６ １ は 、 そ の 板 面 を 縦 方 向 へ 向 け る よ う に 配 置 さ せ 、 そ の 中 央 に 円 形 の 貫 通

孔 ６ ２ を 形 成 し て い る 。

前 記 各 係 合 部 ６ ３ は 、 前 記 取 付 部 ６ １ の 端 か ら 縦 方 向 上 方 へ 延 設 さ せ る 内 当 接 部 ６ ３ ｃ と

、 各 内 当 接 部 ６ ３ ｃ の 上 端 か ら 幅 方 向 外 側 へ そ れ ぞ れ 延 設 さ せ る 上 当 接 部 ６ ３ ａ と を 備 え

て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 １ ５ は 図 １ ３ の 係 合 部 材 ６ へ 取 り 付 け て 利 用 す る 補 強 部 材 ７ の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 、

（ イ ） は 平 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ り 、 （ ハ ） は 側 面 図 で あ る 。

図 １ ５ に 示 す 補 強 部 材 ７ は 、 板 面 を 縦 方 向 へ 向 け た 矩 形 平 板 状 に 形 成 し た 取 付 部 ７ １ と 、

取 付 部 ７ １ の 長 手 方 向 両 端 か ら 縦 方 向 上 方 へ そ れ ぞ れ 延 設 す る 矩 形 平 板 状 の 支 持 部 ７ ３ を

備 え る 、 略 Ｕ 字 形 状 の 金 具 で あ る 。

補 強 部 材 ７ は 金 属 板 を 曲 げ 加 工 し て 形 成 し て お り 、 前 記 取 付 部 ７ １ の 中 央 に は 円 形 の 貫 通

孔 ７ ２ を 設 け て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 １ ６ は 、 図 １ ５ の 補 強 部 材 ７ を 図 １ ３ の 係 合 部 材 ６ へ 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 側 面 図 で

あ り 、 図 １ ７ は 図 １ ６ の 平 面 図 で あ る 。

図 １ ６ 、 １ ７ に 示 す 補 強 部 材 ７ は 、 貫 通 孔 ７ ２ と 貫 通 孔 ６ ２ の 位 置 を 一 致 さ せ て 、 取 付 部

７ １ の 下 面 を 取 付 部 ６ １ の 上 面 へ 当 接 さ せ て い る 。 補 強 部 材 ７ は 、 前 記 貫 通 孔 ７ ２ 及 び 貫

通 孔 ６ ２ へ 上 方 か ら 挿 通 さ せ た ア ン カ ー ボ ル ト ９ １ の 雄 ね じ 部 分 を 、 設 置 面 Ｇ へ 埋 設 固 定

さ せ た ア ン カ ー ナ ッ ト ９ ２ へ 螺 結 さ せ て 設 置 さ せ る よ う に 設 け て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 補 強 部 材 ７ の 各 支 持 部 ７ ３ は 、 幅 方 向 の 大 き さ を 前 記 係 合 部 材 ６ の 各 内 当 接 部 ６ ３ ｃ の
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間 隔 に 対 応 す る 大 き さ に 形 成 し 、 縦 方 向 の 大 き さ を 各 内 当 接 部 ６ ３ ｃ の 縦 方 向 の 大 き さ に

対 応 す る 大 き さ に 形 成 し て い る 。

即 ち 、 前 記 補 強 部 材 ７ は 、 図 １ ６ 、 １ ７ に 示 す よ う に 、 係 合 部 材 ６ へ 取 り 付 け た 状 態 に お

い て 、 各 支 持 部 ７ ３ の 幅 方 向 の 両 端 が 各 内 当 接 部 ６ ３ ｃ の 近 傍 に 配 置 さ れ る よ う に 設 け て

い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 １ ８ は 図 １ ３ の 係 合 部 材 ６ の 下 方 に 配 置 す る 台 材 Ｄ の 平 面 図 で あ る 。

台 材 Ｄ は 矩 形 平 板 状 に 設 け た 金 属 板 で あ り 、 そ の 中 央 に 円 形 の 貫 通 孔 ｄ １ を 形 成 し て い る

。

台 材 Ｄ は 、 幅 方 向 の 大 き さ を 前 記 係 合 部 材 ６ の 幅 方 向 の 大 き さ と 略 同 じ 大 き さ に 形 成 し て

お り 、 縦 方 向 の 板 厚 の 大 き さ を 前 記 支 柱 ２ の 下 当 接 部 ２ ６ の 厚 み に 対 応 す る 大 き さ に 形 成

し て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 １ ９ は 図 １ ３ の 係 合 部 材 ６ を 利 用 し て 基 材 ３ を 設 置 面 へ 設 置 さ せ た 状 況 を 示 す 図 １ の

Ａ － Ａ 断 面 図 で あ り 、 図 ２ ０ は 図 １ ９ の 平 面 図 で あ る 。

図 １ ９ に お い て は 、 支 柱 ２ や ジ ョ イ ン ト ８ の 図 示 を 省 略 し て 、 図 面 を 簡 略 化 し て い る 。

各 基 材 ３ は 、 設 置 面 Ｇ の 上 に 載 置 さ せ た 台 材 Ｄ と 係 合 部 材 ６ と の 間 に 配 置 し 、 ア ン カ ー ボ

ル ト ９ ２ と ア ン カ ー ボ ル ト ９ １ か ら な る 固 定 部 材 ９ に よ っ て 設 置 面 Ｇ に 設 置 さ せ て い る 。

前 記 係 合 部 材 ６ は 、 前 記 取 付 部 ６ １ の 下 面 を 台 材 Ｄ の 上 面 へ 当 接 さ せ 、 貫 通 孔 ６ ２ へ 上 方

か ら 挿 入 さ せ た ア ン カ ー ボ ル ト ９ １ の 雄 ね じ 部 分 を 、 台 材 Ｄ の 貫 通 孔 ｄ １ へ 挿 通 さ せ る と

共 に 、 設 置 面 Ｇ へ 埋 設 固 定 さ せ た ア ン カ ー ナ ッ ト ９ ２ へ 螺 結 さ せ て 、 設 置 面 Ｇ へ 設 置 さ せ

て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 前 記 係 合 部 材 ６ は 、 各 係 合 部 ６ ３ を 前 記 基 材 ３ へ 係 合 さ せ て い る 。

具 体 的 に は 、 前 記 基 材 ３ へ 係 合 す る 係 合 部 ６ ３ は 、 上 当 接 部 ６ ３ ａ を 基 材 ３ の 上 面 ３ ０ ａ

へ 当 接 さ せ 、 内 当 接 部 ６ ３ ｃ の 板 面 を 基 材 ３ の 側 面 ３ ０ ｃ へ 相 対 さ せ て 配 置 さ せ て い る 。

即 ち 、 基 材 ３ へ 係 合 す る 前 記 各 係 合 部 ６ ３ は 、 上 当 接 部 ６ ３ ａ へ の 当 接 に よ っ て 基 材 ３ の

縦 方 向 上 方 へ の 移 動 を 規 制 し 、 内 当 接 部 ６ ３ ｃ へ の 当 接 に よ っ て 基 材 ３ の 幅 方 向 内 側 へ の

移 動 を 規 制 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ２ １ は 支 柱 ２ の 下 部 と 基 材 ３ を 拡 大 し て 示 す 図 １ の 拡 大 図 で あ り 、 図 ２ ２ は 図 ２ １ の

Ａ － Ａ 断 面 図 で あ り 、 図 ２ ３ は 図 ２ １ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。

図 ２ １ ～ ２ ３ に お い て は 、 係 合 部 材 ６ 、 台 材 Ｄ 、 及 び 固 定 部 材 ９ の 図 示 を 省 略 し て 、 図 面

を 簡 略 化 し て い る 。

前 記 支 柱 ２ は 、 幅 方 向 へ 間 隔 を あ け て 配 置 さ せ た 前 記 基 材 ３ の 間 に 柱 部 ２ １ を 配 置 さ せ て

い る 。

各 基 材 ３ は 、 支 柱 ２ の 内 当 接 部 ２ ５ と 外 当 接 部 ２ ７ と の 間 に 配 置 さ せ て 下 面 ３ ０ ｂ を 下 当

接 部 ２ ６ に 当 接 さ せ て お り 、 換 言 す る と 、 各 基 材 ３ は 、 前 記 内 当 接 部 ２ ５ と 下 当 接 部 ２ ６

と 外 当 接 部 ２ ７ と で 構 成 さ れ る 係 合 部 ２ ４ へ 係 合 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 支 柱 ２ と 係 合 す る 各 基 材 ３ は 、 支 柱 ２ が 縦 方 向 へ 向 か う 外 力 を 受 け た と き に 、 支 柱 ２ の

下 当 接 部 ２ ６ に 当 接 す る 下 面 ３ ０ ｂ が 、 支 柱 ２ の 縦 方 向 上 方 へ の 移 動 を 規 制 す る 。

ま た 、 支 柱 ２ が 幅 方 向 へ 向 か う 外 力 を 受 け た と き 、 支 柱 ２ の 内 当 接 部 ２ ５ や 外 当 接 部 ２ ７

が 各 側 面 ３ ０ ｃ に 当 接 し て 、 支 柱 ２ の 幅 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る 。

ま た 、 支 柱 ２ が 幅 方 向 へ 向 か う 外 力 を 受 け て 、 柱 部 ２ が 幅 方 向 の 一 方 側 へ 倒 れ 込 む よ う な

と き 、 幅 方 向 の 他 方 側 の 外 当 接 部 ２ ７ が 基 材 ３ の 側 面 ３ ０ ｃ へ 引 っ か か る よ う に し て 当 接

し 、 柱 部 ２ の 倒 れ 込 み を 効 果 的 に 規 制 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 支 柱 ２ の 基 部 ２ ２ と 係 合 す る 前 記 各 基 材 ３ は 、 図 １ ９ 、 ２ ０ に 示 す よ う に 、 固 定 部 材 ９

に よ っ て 設 置 面 Ｇ へ 取 り 付 け ら れ た 係 合 部 材 ６ の 係 合 部 ６ ３ と 係 合 し て い る 。 即 ち 、 設 置
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面 に 立 設 さ せ た 支 柱 ２ が 外 力 を 受 け た と き に 、 支 柱 ２ の 移 動 を 規 制 す る 基 材 ３ は 、 係 合 部

材 ６ に よ っ て 幅 方 向 や 縦 方 向 上 方 へ の 移 動 が 規 制 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 前 記 係 合 部 材 ６ は 、 そ の 剛 性 を 基 材 ３ の 剛 性 よ り も 小 さ く 設 け て お り 、 支 柱 ２ が 外 力 な

ど を 受 け 、 そ の 力 が 伝 わ る と き に 、 係 合 部 材 ６ が 基 材 ３ よ り も 大 き く 変 形 す る 。

例 え ば 、 支 柱 ２ に 車 両 が 接 触 し て 縦 方 向 上 方 へ 向 か う 外 力 を 受 け 、 基 材 ３ や 、 係 合 部 ６ ３

の 上 当 接 部 ６ ３ ａ に 上 方 へ 向 か う 力 が 加 え ら れ た と き 、 基 材 ３ に は 折 れ 曲 が る よ う な 変 形

が 若 干 生 じ る が 、 係 合 部 材 ６ に は 上 当 接 部 ６ ３ ａ が 台 材 Ｄ か ら 離 間 す る よ う な よ り 大 き な

変 形 が 生 じ る 。

上 記 の よ う に 係 合 部 材 ６ が 変 形 す る こ と に よ り 、 支 柱 ２ や ビ ー ム ４ へ 車 両 が 衝 突 な ど し て

非 常 に 大 き な 衝 撃 を 受 け た 場 合 に 、 係 合 部 材 ６ の 変 形 に よ っ て 、 基 材 ３ と 係 合 部 ６ ３ と の

係 合 が 外 れ る よ う に な さ れ る 。 基 材 ３ と 係 合 部 材 ６ と の 係 合 が 外 れ る と 、 基 材 ３ か ら 係 合

部 材 ６ へ の 力 の 伝 達 が 失 わ れ 、 固 定 部 材 ９ の 損 傷 や 、 固 定 部 材 ９ 近 傍 の 設 置 面 Ｇ の 損 傷 を

抑 制 で き る 。 換 言 す る と 、 車 両 衝 突 の 衝 撃 に よ っ て 係 合 部 材 ６ と 基 材 ３ と の 係 合 が 外 れ る

よ う に 設 け る こ と で 、 ア ン カ ー ナ ッ ト な ど か ら な る 固 定 部 材 ９ の 埋 設 部 材 の 再 設 置 や 、 路

面 な ど の 設 置 面 の 損 傷 の 修 復 を 行 わ ず に 、 ビ ー ム 支 持 装 置 １ の 各 部 材 の 交 換 で 車 両 衝 突 後

の 修 復 を 行 う こ と が で き る 。

尚 、 図 １ に 示 す ビ ー ム 支 持 装 置 １ の 各 支 柱 ２ は 、 長 手 方 向 側 に 配 置 さ せ た 係 合 部 材 ６ や 台

材 Ｄ と 基 部 ２ ２ と の 間 に 若 干 の 間 隔 を あ け て 配 置 し て い る の で 、 支 柱 ２ が 長 手 方 向 へ 向 か

う 外 力 を 受 け た と き に 、 係 合 部 材 ６ や 台 材 Ｄ と 基 部 ２ ２ と が 当 接 す る ま で 支 柱 ２ の 長 手 方

向 へ の 移 動 が 可 能 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 前 記 係 合 部 材 ６ は 、 図 １ ９ 、 ２ ０ に 示 す よ う に 、 各 内 当 接 部 ６ ３ ｃ の 間 に 補 強 部

材 ７ を 取 り 付 け て お り 、

補 強 部 材 ７ の 各 支 持 部 ７ ３ の 幅 方 向 の 両 端 を 各 内 当 接 部 ６ ３ ｃ の 近 傍 に 配 置 さ せ て い る 。

こ の よ う に 設 け た 補 強 部 材 ７ を 係 合 部 材 ６ へ 取 り 付 け る こ と で 、 ビ ー ム 支 持 装 置 １ へ 車 両

な ど が 接 触 し て 外 力 を 受 け 、 そ の 力 が 基 材 ３ か ら 係 合 部 材 ６ へ 伝 達 さ れ た と き に 、 係 合 部

材 ６ の 変 形 を 補 強 部 材 ７ に よ っ て 抑 制 で き る 。 具 体 的 に は 、 支 持 部 ７ ３ の 端 部 が 内 当 接 部

６ ３ ｃ へ 当 接 す る こ と で 、 各 内 当 接 部 ６ ３ ｃ の 間 隔 が 狭 ま る よ う な 係 合 部 材 ６ の 変 形 が 抑

制 さ れ 、 係 合 部 ６ ３ に 係 合 す る 基 材 ３ の 幅 方 向 内 側 へ の 移 動 を 規 制 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 各 基 材 ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 長 手 方 向 に 間 隔 を あ け て 配 置 さ せ た ６ 個 の 係 合 部 材 ６

に そ れ ぞ れ 係 合 し て い る 。 こ の よ う に 基 材 ３ へ よ り 多 数 の 係 合 部 材 ６ を 係 合 さ せ る こ と で

、 車 両 衝 突 な ど に よ っ て 支 柱 ２ か ら 基 材 ３ へ 伝 達 さ れ た 力 が 、 こ の 基 材 ３ に 係 合 す る 各 係

合 部 材 ６ へ 分 散 さ れ る の で 、 特 定 の 固 定 部 材 ９ へ 力 が 集 中 す る こ と に よ る 固 定 部 材 ９ の 損

傷 や 設 置 面 Ｇ の 損 傷 を 低 減 で き る 。

ま た 、 前 記 各 基 材 ３ は 、 前 記 各 係 合 部 材 ６ よ り も 大 き な 剛 性 を 備 え る よ う に 設 け て い る の

で 、 基 材 ３ が 変 形 す る こ と に よ る 一 部 の 係 合 部 材 ６ へ の 力 の 集 中 を 抑 制 で き 、 基 材 ３ へ 係

合 す る 各 係 合 部 材 ６ へ 効 果 的 に 力 を 分 散 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 １ に お い て 、 １ 個 の 基 材 ３ は 、 長 手 方 向 に 間 隔 を あ け て 立 設 す る ３ 個 の 支 柱 ２ へ 係 合

し て い る 。

こ の よ う に １ 個 の 基 材 ３ を 複 数 の 支 柱 ２ へ 係 合 さ せ る こ と で 、 車 両 衝 突 な ど に よ っ て 複 数

の 支 柱 ２ が 外 力 を 受 け た と き に 、 各 支 柱 ２ か ら の 力 が そ れ ぞ れ 基 材 ３ へ 伝 達 さ れ 、 こ の 基

材 ３ に 接 続 す る 各 係 合 部 材 ６ へ 分 散 さ れ る の で 、 一 部 の 係 合 部 材 ６ へ の 力 の 集 中 を 抑 制 で

き 、 基 材 ３ へ 係 合 す る 各 係 合 部 材 ６ へ 効 果 的 に 力 を 分 散 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ２ ４ は 本 発 明 に 係 る ビ ー ム 支 持 装 置 １ の 支 柱 ２ の 実 施 の 他 の 一 形 態 を 示 す 、 （ イ ） は

正 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 側 面 図 で あ る 。

図 ２ ４ に 示 す 支 柱 ２ は 、 基 部 ２ ２ が 備 え る 係 合 部 ２ ４ の 形 状 の み が 、 図 ２ に 示 す 前 記 支 柱
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２ と 異 な る 事 項 で あ る 。

即 ち 、 図 ２ ４ に 示 す 支 柱 ２ は 、 図 ２ に 示 す 前 記 支 柱 ２ と 同 様 に 、 断 面 矩 形 の 筒 状 体 で 形 成

し た 柱 部 ２ １ を 備 え 、 柱 部 ２ １ の 筒 壁 に は ビ ー ム ４ を 取 り 付 け る 挿 入 部 材 ５ を 挿 入 さ せ る

た め の 貫 通 孔 ２ ３ を 形 成 し て い る 。

ま た 、 図 ２ ４ に 示 す 支 柱 ２ は 、 図 ２ に 示 す 前 記 支 柱 ２ と 同 様 に 、 柱 部 ２ １ の 幅 方 向 両 側 に

そ れ ぞ れ 配 置 さ せ た ２ 個 の 基 材 ３ と そ れ ぞ れ 係 合 可 能 な 係 合 部 ２ ４ を 基 部 ２ ２ に 設 け て お

り 、 図 ２ に 示 す 前 記 支 柱 ２ と 同 様 の 方 法 で 設 置 面 Ｇ へ 立 設 さ せ て ビ ー ム 支 持 装 置 １ を 形 成

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 ２ ４ に 示 す 支 柱 ２ は 、 基 部 ２ ２ に 外 当 接 部 ２ ７ を 形 成 さ せ て お ら ず 、 内 当 接 部 ２ ５ と

下 当 接 部 ２ ６ と で 係 合 部 ２ ４ を 構 成 し て い る 。 こ の よ う に 係 合 部 ２ ４ を 形 成 す る こ と で 、

図 ２ ４ に 示 す 支 柱 ２ は 図 ２ に 示 す 前 記 支 柱 ２ と 比 較 し て 、 基 材 ３ と 係 合 部 ２ ４ と の 係 合 が

よ り 小 さ な 力 で 外 れ る よ う に 設 け て い る 。 即 ち 、 図 ２ ４ に 示 す 支 柱 ２ は 、 設 置 面 Ｇ の 強 度

が よ り 小 さ な 場 所 に 立 設 さ せ て ビ ー ム 支 持 装 置 １ を 設 置 さ せ る こ と で 、 車 両 衝 突 な ど の 強

い 外 力 を 受 け た と き に 支 柱 ２ と 基 材 ３ と の 係 合 が 外 れ る よ う に 設 け る こ と が で き る 。 支 柱

２ と 基 材 ３ と の 係 合 が 外 れ る こ と で 、 支 柱 ２ が 受 け た 外 力 の 固 定 部 材 ９ へ の 伝 達 が 抑 制 さ

れ る の で 、 固 定 部 材 ９ の 損 傷 や 、 固 定 部 材 ９ の 近 傍 の 設 置 面 Ｇ の 損 傷 を 低 減 で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ２ ５ は 本 発 明 に 係 る ビ ー ム 支 持 装 置 １ の 係 合 部 材 ６ の 実 施 の 他 の 一 形 態 を 示 す 、 （ イ

） は 平 面 図 で あ り 、 （ ロ ） は 正 面 図 で あ り 、 図 ２ ６ は 図 ２ ５ の 係 合 部 材 ６ の 側 面 図 で あ る

。

図 ２ ５ 、 ２ ６ に 示 す 係 合 部 材 ６ は 、 取 付 部 ６ １ の 幅 方 向 両 側 に 接 続 す る 各 係 合 部 ６ ３ の 形

状 の み が 、 図 １ ３ 、 １ ４ に 示 す 前 記 係 合 部 材 ６ と 異 な る 事 項 で あ る 。

即 ち 、 図 ２ ５ 、 ２ ６ に 示 す 係 合 部 材 は 、 図 １ ３ 、 １ ４ に 示 す 前 記 係 合 部 材 ６ と 同 様 に 、 金

属 板 を 曲 げ 加 工 し て 形 成 し た 金 具 で あ り 、 矩 形 平 板 状 に 設 け た 取 付 部 ６ １ の 幅 方 向 両 側 に

そ れ ぞ れ 接 続 す る ２ 個 の 係 合 部 ６ ３ を 備 え て お り 、 取 付 部 ６ １ の 中 央 に 円 形 の 貫 通 孔 ６ ２

を 形 成 し て い る 。

ま た 、 図 ２ ５ 、 ２ ６ に 示 す 係 合 部 材 は 、 図 １ ３ 、 １ ４ に 示 す 前 記 係 合 部 材 ６ と 同 様 の 方 法

で 、 各 係 合 部 を そ れ ぞ れ 基 材 ３ へ 係 合 さ せ 、 固 定 部 材 ９ に よ っ て 設 置 面 Ｇ へ 設 置 さ せ る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ２ ５ 、 ２ ６ に 示 す 係 合 部 材 ６ の 各 係 合 部 ６ ３ は 、 前 記 取 付 部 ６ １ の 端 か ら 縦 方 向 上 方

へ 延 設 さ せ る 内 当 接 部 ６ ３ ｃ と 、 各 内 当 接 部 ６ ３ ｃ の 上 端 か ら 幅 方 向 外 側 へ そ れ ぞ れ 延 設

さ せ る 上 当 接 部 ６ ３ ａ と 、 上 当 接 部 ６ ３ ａ の 幅 方 向 外 側 の 端 か ら 縦 方 向 下 方 へ 延 設 さ せ る

外 当 接 部 ６ ３ ｄ を 備 え て い る 。

こ の よ う に 設 け た 各 係 合 部 ６ ３ へ 前 記 基 材 ３ を 係 合 さ せ た と き 、 前 記 上 当 接 部 ６ ３ ａ が 基

材 ３ の 上 面 ３ ０ ａ へ 当 接 し 、 前 記 内 当 接 部 ６ ３ ｃ の 板 面 が 基 材 ３ の 一 方 の 側 面 ３ ０ ｃ へ 相

対 す る と 共 に 、 前 記 外 当 接 部 ６ ３ ｄ の 板 面 が 基 材 ３ の 他 方 の 側 面 ３ ０ ｃ へ 相 対 す る よ う に

配 置 さ れ る 。

即 ち 、 基 材 ３ へ 係 合 す る 前 記 各 係 合 部 ６ ３ は 、 上 当 接 部 ６ ３ ａ へ の 当 接 に よ っ て 基 材 ３ の

縦 方 向 上 方 へ の 移 動 を 規 制 し 、 内 当 接 部 ６ ３ ｃ へ の 当 接 に よ っ て 基 材 ３ の 幅 方 向 内 側 へ の

移 動 を 規 制 し 、 外 当 接 部 ３ ｄ へ の 当 接 に よ っ て 基 材 ３ の 幅 方 向 外 側 へ の 移 動 を 規 制 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ２ ５ 、 ２ ６ に 示 す 係 合 部 材 ６ は 、 各 係 合 部 ６ ３ に 外 当 接 部 ６ ３ ｄ を そ れ ぞ れ 形 成 す る

こ と で 、 図 １ ３ 、 １ ４ に 示 す 前 記 係 合 部 材 ６ と 比 較 し て 、 基 材 ３ と の 係 合 が よ り 外 れ に く

く な さ れ て い る 。 即 ち 、 図 ２ ５ 、 ２ ６ に 示 す 係 合 部 材 ６ は 、 設 置 面 Ｇ の 強 度 が よ り 大 き な

場 所 へ 取 り 付 け て 、 ビ ー ム 支 持 装 置 １ を よ り 強 固 に 設 置 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 尚 、 本 発 明 に 係 る ビ ー ム 支 持 装 置 １ は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発

明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
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例 え ば 、 図 １ に 示 す ビ ー ム 支 持 装 置 に お い て は 、 図 １ ６ 、 １ ７ に 示 す よ う に 、 各 係 合 部 材

６ に 図 １ ５ の 補 強 部 材 ７ を 取 り 付 け て 設 置 さ せ て い る が 、 こ れ に 限 る も の で は な い 。

補 強 部 材 ７ の 各 支 持 部 ７ ３ の 外 形 を 矩 形 以 外 の 他 の 形 状 に 設 け て も よ く 、 下 方 か ら 上 方 に

至 る ほ ど 、 支 持 部 ７ ３ の 端 が 保 持 部 ６ ３ か ら 離 間 す る 台 形 形 状 に 設 け て も よ く 、 係 合 部 ６

３ に 相 対 す る 支 持 部 ７ ３ の 縁 を 図 １ ６ 、 １ ７ に 示 す よ う な 直 線 状 に 設 け て も 良 く 、 曲 線 状

に 設 け て も 良 い 。

ま た 、 図 １ ５ に 示 す 補 強 部 材 ７ は 、 取 付 部 ７ １ に 対 し て 各 支 持 部 ７ ３ を 垂 直 に 配 置 さ せ て

い る が 、 傾 斜 状 に 配 置 さ せ て も よ い 。

ま た 、 各 支 持 部 ７ ３ を 平 板 状 で は な く 、 曲 板 状 に 設 け て も よ い 。

ま た 、 前 記 補 強 部 材 ７ は 、 ビ ー ム 支 持 装 置 １ を 構 成 す る 係 合 部 材 ６ の 全 て に 取 り 付 け て も

よ く 、 一 部 の み に 取 り 付 け て も よ い 。 そ し て 、 外 力 を 受 け た と き に 、 係 合 部 材 ６ を よ り 大

き く 変 形 さ せ て 固 定 部 材 ９ や そ の 近 傍 の 設 置 面 Ｇ の 破 損 を 抑 制 し た い 場 合 に は 、 補 強 部 材

７ を 取 り 付 け な く て も 良 い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

１ 　 　 ビ ー ム 支 持 装 置

２ 　 　 支 柱

２ １ 　 柱 部

２ ２ 　 基 部

２ ３ 　 貫 通 孔

２ ４ 　 係 合 部

２ ５ 　 内 当 接 部

２ ６ 　 下 当 接 部

２ ７ 　 外 当 接 部

３ 　 　 基 材

３ ２ 　 貫 通 孔

３ ３ 　 挿 通 部

３ ９ 　 端

３ １ 　 貫 通 孔

４ 　 　 ビ ー ム

４ １ 　 貫 通 孔

５ 　 　 挿 入 部 材

５ １ 　 貫 通 孔

６ 　 　 係 合 部 材

６ １ 　 取 付 部

６ ２ 　 貫 通 孔

６ ３ 　 係 合 部

７ 　 　 補 強 部 材

７ １ 　 取 付 部

７ ２ 　 貫 通 孔

７ ３ 　 支 持 部

８ 　 　 ジ ョ イ ン ト

９ 　 　 固 定 部 材

９ １ 　 ア ン カ ー ボ ル ト

９ ２ 　 ア ン カ ー ナ ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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